
	安曇野市障害者控除対象者認定書

第　　号　
年　　月　　日　

　（申請者）　　　　　　　様


安曇野市福祉事務所長　　　　　　　　印　

　下記の者を、所得税法施行令（昭和40年政令第96号）第10条第１項第７号若しくは同条第２項第６号又は地方税法施行令（昭和25年政令第245号）第７条第７号若しくは第７条の15の７第６号に規定する（ 障害者 ・ 特別障害者 ）として認定する。


	
	対象者
	住　所
	
	

	
	
	氏　名
	
	生年月日
	年　　月　　日
	

	
	認定区分
	· 障害者
	

	
	
	· 特別障害者
	

	
	
	
	

	













































































	備考
	（認定年月日、要介護認定有効期間等）
	

	
注１　この認定書は、確定申告又は市県民税の申告に使用する書類です。大切に保管してください。
注２　申請者は、対象者の障害事由の変更又は消滅が生じた場合は、速やかに安曇野市福祉事務所長　にその旨を報告しなければなりません。







[bookmark: _GoBack]（教示）
１　この処分については、市長に対して審査請求をすることができますが、この処分があったことを知った日の翌日から起算して３月を経過したときは、することができなくなります。また、この処分があったことを知った日の翌日から起算して３月以内であっても、この処分があった日の翌日から起算して１年を経過したときは、審査請求をすることができなくなります。
２　この処分については、市（代表者市長）を被告として長野地方裁判所に処分の取消しの訴えを提起することができますが、当該処分の取消しの訴えは、この処分があったことを知った日から６月を経過したときは、提起することができなくなります。また、処分があったことを知った日から６月以内であっても、この処分があった日から１年を経過したときは、処分の取消しの訴えを提起することができなくなります。
３　なお、上記１の審査請求をしたときは、処分取消しの訴えは、上記２にかかわらず、当該審査請求に対する裁決があったことを知った日から６月を経過したとき、又は当該裁決の日から１年を経過したときは、処分の取消しの訴えを提起することができなくなります。
